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１  

序
論

　

３
章
と
４
章
で
は
、
外
国
人
観
光

客
を
含
む
都
市
住
民
と
農
家
の
交
流

と
い
う
観
光
戦
略
を
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
形
態
と
し
て
説
明
し
た
。

茶
文
化
の
商
品
化
を
４
要
素
か
ら
な

る
概
念
体
系
と
し
た
な
か
で
、
そ
の一

要
素
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
農
業
を
通
じ

て
の
交
流
と
し
て
、
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
を

利
用
す
る
方
法
を
提
案
し
た
。
こ
の

戦
略
は
、
茶
生
産
の
持
続
可
能
性
の

達
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。
５
章
で

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
も
う

一つ
の
形
態
と
し
て
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・

ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
C
B
T
）

を
茶
文
化
の
商
品
化
の
モ
デ
ル
と
し
て

提
唱
す
る
。
C
B
T
は
地
域
参
加

型
の
観
光
経
営
で
あ
り
、
観
光
収
入

を
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
構
成
員
に
配
分

す
る
。
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
は
タ
イ
の
北

部
に
位
置
し
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
特
色
と
し
て
発
酵
茶
「
ミ
ヤ
ン
」

を
位
置
づ
け
、
C
B
T
を
管
理
運
営
す
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

一
例
で
あ
る
。

２  �

ミ
ヤ
ン
の
茶
文
化

　

西
は
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
か
ら
、
東
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
、
北
は

中
国
南
部
か
ら
南
は
タ
イ
北
部
の一
帯
が
古
代
の
野
生
の
茶
（
カ

メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ
カ
種
）
の
原
産
地
で
あ
る
。
タ

イ
北
部
の
山
岳
地
帯
で
は
、
海
抜
９
０
０
～
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の

高
地
の
常
緑
原
生
林
に
「
ミ
ヤ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
野
生
の
茶
が
生

育
し
て
い
る
。
野
生
の
茶
は
通
常
お
よ
そ
５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
あ

る
。
し
か
し
、
古
代
の
茶
の
大
き
な
も
の
は
12
メ
ー
ト
ル
か
ら
15

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
あ
り
、
直
径
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

タ
イ
語
で
は
「
ト
ン
ミ
ヤ
ン
」
と
も
い
わ
れ
る
ミ
ヤ
ン
の
木
は
、

通
常
「
ス
ー
ア
ン
ミ
ヤ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
茶
園
で
タ
イ
北
部
の
チ
ェ

ン
マ
イ
県
、
チ
ェン
ラ
イ
県
、
ナ
ー
ン
県
、
ラ
ム
パ
ー
ン
県
、
プ
レ
ー

県
、
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
県
や
タ
ー
ク
県
で
栽
培
さ
れ
る
。
最
近
で
は
、

ミ
ヤ
ン
は
ア
ラ
ビ
ア
コ
ー
ヒ
ー
や
薬
草
や
素
晴
ら
し
い
自
然
林
と
混

交
栽
培
さ
れ
、
森
林
農
法
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
ス
ー
ア

ン
ミ
ヤ
ン
は
全
体
で
７
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
半
分
が
チ
ェ

ン
マ
イ
に
あ
る
。
収
穫
し
た
ミ
ヤ
ン
の
葉
は
発
酵
茶
に
生
産
さ
れ
、

ピ
ク
ル
ス
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
に
な
る
（
図
１
）。
発

酵
茶
の
年
間
生
産
量
は
約
２
万
ト
ン
で
、
お
よ
そ

２
億
３
千
バ
ー
ツ
の
収
入
を
生
み
出
す
。
し
か
し
、

消
費
者
の
減
少
の
た
め
に
生
産
量
は
減
少
し
て
き

て
い
る
。

　

タ
イ
北
部
の
人
々
は
、
食
後
や
仕
事
中
、
あ
る

い
は
疲
労
を
感
じ
た
時
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時

に
ミ
ヤ
ン
を
噛
む
。
ま
た
、
結
婚
式
や
葬
儀
の
よ

う
な
社
交
行
事
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
伝

統
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
発
酵
森
林
茶
の
栽
培
、

収
穫
、
製
造
の
生
産
過
程
の
知
識
は
、
何
世
代
に

も
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
蓄
積
し
て
き
た
地
域
の
知

恵
で
あ
る
。

　

ミ
ヤ
ン
の
生
産
で
は
、
古
い
葉
に
日
光
が
当
た

る
よ
う
に
先
端
の
葉
の
み
が
摘
み
取
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
農
家
で
は
ほ
と
ん
ど
１
年
中
、
４
回
に

わ
た
っ
て
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ミ
ヤ
ン
フ

ー
ア
ピ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
年
最
初
の
茶
の
芽

は
４
月
か
ら
６
月
に
摘
み
取
ら
れ
る
。
高
い
気
温

と
雨
季
の
始
ま
る
時
期
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
茶

の
芽
は
比
較
的
固
く
収
斂
性
が
あ
る
。
次
に
６
月

図1　ミヤン生産のための森林野生茶栽培の特徴
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か
ら
８
月
に
か
け
て
、
そ
の
年
の
半
ば
の
茶
の
意
味
の

「
ミ
ヤ
ン
ク
ラ
ー
ン
」
が
摘
み
取
ら
れ
る
。
こ
の
第
２
期

の
茶
の
味
は
、
雨
量
が
多
い
た
め
マ
イ
ル
ド
で
あ
る
。

８
月
か
ら
10
月
の
第
３
期
は
、「
ミ
ヤ
ン
チ
ョ
ー
イ
」

と
呼
ば
れ
、
降
雨
量
が
少
な
く
、
味
の
良
い
高
品
質

で
市
場
で
も
人
気
の
茶
葉
が
収
穫
さ
れ
る
最
高
の
時

期
で
あ
る
。
10
月
か
ら
12
月
の
涼
し
い
時
期
に
収
穫

さ
れ
る
最
後
の
茶
葉
は
「
ミ
ヤ
ン
ム
ー
エ
イ
」
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
時
期
の
茶
葉
は
比
較
的
低
品
質
で
、
小

さ
く
黄
緑
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
年
末
に
は
農
家
で

は
代
わ
り
に
コ
ー
ヒ
ー
を
収
穫
す
る
。
乾
季
の
１
月
か

ら
３
月
末
に
か
け
て
、
農
家
で
は
ミ
ヤ
ン
の
摘
み
取
り

を
や
め
て
、
代
わ
り
に
固
い
茶
葉
や
枝
を
刈
り
取
っ
て
、

グ
レ
ー
ド
の
低
い
中
国
紅
茶
生
産
工
場
に
売
却
す
る
。

ま
た
、
薪
も
収
集
さ
れ
て
ミ
ヤ
ン
生
産
の
プ
ロ
セ
ス
の一

つ
の
茶
葉
を
蒸
す
工
程
の
主
要
な
燃
料
と
し
て
使
わ

れ
る
。

　

ミ
ヤ
ン
製
造
の
４
期
を
通
じ
て
、
農
家
で
は
生
茶

葉
を
摘
み
取
っ
た
後
、
竹
ひ
ご
で
束
ね
、
木
性
の
桶
に

入
れ
て
２
時
間
以
上
蒸
し
上
げ
る
。
そ
の
後
、
広
げ

て
冷
却
し
、
再
び
束
ね
、
蒸
し
た
茶
葉
を
セ
メ
ン
ト

や
ミ
ヤ
ン
ワ
ー
ン
は
タ

イ
各
地
で
行
商
や

市
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。
特
徴
あ
る
ミ

ヤ
ン
文
化
は
農
村
の

観
光
地
化
に
伴
っ
て

商
品
化
さ
れ
、
ミ
ヤ

ン
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・

ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
C
B
T
）
の
戦

略
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
作
り
上
げ
て

い
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン

　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：

た
け
は
な  

け
い
こ
）

製
の
タ
ン
ク
に
き
ち
ん
と
詰
め
、
し
っ
か
り
と
圧
縮
し
て
酸
素
を

逃
が
す
た
め
に
重
し
を
置
き
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
け
て
３
か

月
以
上
、
好
ま
し
い
味
と
酸
い
味
と
苦
み
に
な
る
ま
で
置
く
。

　

茶
の
漬
物
は
実
際
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
伝
統
文
化
だ
が
、

生
産
工
程
や
消
費
の
形
態
は
異
な
る
よ
う
だ
。ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は「
ラ

ペ
ソ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
ナ
ッ
ツ
と
と
も
に
食
べ
る
茶
が
あ
る
。
碁
石

茶
や
阿
波
茶
と
い
っ
た
日
本
の
茶
の
漬
物
の
よ
う
に
、
漬
け
た
後

に
乾
燥
し
、
飲
料
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ミ
ヤ
ン
の
文
化
に
類
似

し
た
、
タ
イ
の
北
部
高
地
「
ラ
ー
ン
ナ
ー
」
の
特
徴
的
な
文
化
が

あ
り
、
13
世
紀
か
ら
18
世
紀
ま
で
続
い
た
ラ
ー
ン
ナ
ー
王
国
の
頃

か
ら
少
な
く
と
も
８
０
０
年
間
ミ
ア
ン
が
消
費
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー

ン
ナ
ー
の
人
々
は
ミ
ヤ
ン
を
塩
と
生
姜
と
と
も
に
噛
む
と
い
う
「
ミ

ヤ
ン
ソ
ム
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
れ
は
摘
み
た
て
の
茶
葉
の
酸
っ

ぱ
く
花
の
よ
う
な
味
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
う
いっ
た
文
化
は
、

他
の
伝
統
的
な
噛
む
ス
ナ
ッ
ク
に
も
影
響
し
て
い
て
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

や
煎
っ
た
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
干
し
エ
ビ
、
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト
、
生
姜
、
塩
、

刻
ん
だ
レ
モ
ン
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
シ
ュ
ガ
ー
を
茶
葉
の
漬
物
や
可
食
の
葉

で
包
ん
だ
「
ミ
ヤ
ン
カ
ム
」
や
「
ミ
ヤ
ン
ワ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
甘
み
が
あ
っ
て
食
べ
や
す
い
。
ミ
ヤ
ン
ソ
ム
は
伝
統
的
に
来

客
や
特
に
仏
教
関
係
の
儀
式
な
ど
の
社
交
儀
礼
に
参
加
す
る
客

に
振
る
舞
わ
れ
、
北
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ヤ
ン
カ
ム

図2　ミヤンの収穫時期と製造過程
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